
　今、私は仲間であり恋人である『女性たち』と共に世界を旅していた。彼女らとは色んな場所で出会った。冒険者ギルド、奴隷商人のアジト、とある国の王城。出身も年齢もバラバラの、私の愛する恋人たち。私の『百合ハーレム』のメンバー、つまり私の嫁たち。

　私の名前は『ユカ』。私は『淫魔』、つまり『サキュバス』です。

　これは、元日本人の私が異世界にサキュバスとして転生し、百合ハーレムを作るためにあちこち旅したり。時に敵と戦ったり。時に嫁たちとイチャイチャラブラブなセックスをしたりする物語。


～～～～～～～
　耳をつんざくブレーキ音と悲鳴。視界に迫るトラック。直後、とてつもない衝撃が私の体に襲い掛かり、意識が暗転する。

　その日私は、学校からの帰り道。横断歩道に突っ込んできた暴走トラックから小学生くらいの女の子を庇って、命を落とした。

　死の間際、走馬灯が駆け巡った。両親よりも早く死ぬという親不孝への後悔。まだまだやりたい事がたくさんあった事への未練。死にたくないという恐怖。それらが脳裏に浮かんでは泡沫のように消えていく。

　それでも、私は何もできずに死んだ。……………はずだった。



～～～～～～
「おぎゃぁっ！おぎゃぁっ！」
　……声が聞こえる？あれ？私確か、トラックに撥ねられて、死んだんじゃ？

　死んだ、と思ったはずなのに気づいた時には声が聞こえてきた。声が聞こえるって事は、私生きてるの？じゃあここはどこ？この声は、赤ちゃんの泣き声？って言うか、私生きてるのなら、どうして体が動かないの？

　声が聞こえる。誰かに抱きしめられているような肌の感覚もある。それなのに、体はなぜか言う事を聞かない。まるで、操り人形の中から外を見ているよう。おかげで目も自分の思い通りに動かない。

「生まれたね、カリア」
「えぇあなた。生まれたわ。私たちの赤ちゃんが」

　赤子の泣き声に交じって聞こえてきた声は、どちらも女性の物だった。でも、誰？聞こえてくる声に聞き覚えは無かった。誰の声なの？カリアって人の名前？私そんな名前の人知らないっ。

　状況が意味不明過ぎて、理解が追い付かないっ。パニックを起こしかけていたその時、私の目が開かれた。開かれた視界。そこに映ったのは、私を覗き込む二人の女性だった。

　一人は黒髪のロングヘアの女性で、優しい微笑みを浮かべながら私を見つめている。もう一人の女性は、金髪ショートヘアの女性。でも、見た目が何というか、ボーイッシュな感じだった。一瞬、美男かと思ったそのボーイッシュな女性は嬉しそうに白い歯を見せながら笑みを浮かべ私の頭を撫でている。

「ははっ、可愛いなぁ。なぁカリア」
「えぇ。あなたと私の娘ですもの。可愛くないわけがありません」
　二人は笑みを浮かべながら私を見つめている。でも、待って？今私の事、『娘』って言った？しかも、会話の内容からして、こっちのボーイッシュな女性が、お父さんっ？！

　ほ、本当に私、どうなってるのぉぉぉぉっ！？

　状況が分からず、体を自由に動かせないその時の私はただ、心の中で叫ぶ事しか出来なかったのだった。


～～～数年後～～～
　今の私の名前はユカ。そして私はいわゆる『転生者』だ。

　今から数年前。現代日本で生きていた私は、女の子からトラックを庇って死んだはずだった。けれど気づいた時、私はこの世界で第２の人生を与えられていた。
　最初は凄く混乱した。死んだと思ったら転生してて。しかも両親は見ず知らずの女性二人。更に『厳密には人間でなくなっていた私自身』の事。そして転生した世界が現代日本とか色々かけ離れている事などなど。色んな情報が多すぎて、転生したばかりの頃は驚きと戸惑いの毎日だった。
でも、それも昔の話。今の私は、ユカとして両親に愛され幸せに生活していた。なぜ第２の人生が与えられたのか、今もその理由は分からない。子供ながらにそれとなく私以外の転生者の情報も集めようとした。けれど、そう言った類の情報は集まらなかった。たまたま私の住む国にその情報が無いだけかもしれないけれど、子供の私にそれ以上何かを調べる事は出来なかった。

　だから今は新たな生。再び０から始めた人生を謳歌しようと私は決めた。

　ただまぁ今の私は、私の第２の両親、母の『カリア』、父の『シャーリー』と同居しているんだけど、少し控えてほしい事があった。それが何かというと……。

「あっ！あっ！あ、あなたぁっ！んぁっ！」
「あぁカリアッ！美しいよッ！僕の、僕だけの妻っ！僕のカリアッ！あぁっ！」

　夜中に隣で娘が寝てるって時に大声でセックスするのはやめて欲しいなぁっ！

うぅ、またやってるよ二人とも。隣で娘が寝てるってのに、二人とも裸で思いきりセックスをしてるってんだから。安眠なんて出来ない。もう安眠妨害反対って声を上げたかったけど、それ以上に両親の情事が気になって、今まで声を掛けられなかった。

　今は両親二人に背を向けるように寝たふりをしたまま、情事の音に耳を傾けていた。
「あっ！あぁっ！と、届いてるぅっ！あなたのが赤ちゃんのお部屋ノックして、んぉぉっ！おぉっ！おぉぉぉんっ！」
「カリアッ！カリアッ！き、今日こそ孕ませるからなっ！ユカの妹をぉっ！おぉぉぉっ！」
「だ、ダメぇっ！そのような事を言われたら、もっと感じてっ！んんんんっ！！お、おまんこ突かないでぇっ！気持ちよくなっちゃうぅっ！」
「気持ちよくなって良いんだよカリアッ！ほらっ！ここっ！ポルチオ突かれるの、好きだろっ！ほらっ！」
「あぁぁぁぁぁぁっ！らめぇっ！」
　カリアお母さんは快楽に喘ぎながら、体を震わせシーツを握り締めている。

　相変わらず二人とも激しいなぁ。パンパンって肌がぶつかり合う音や、愛液が飛び散る音を響かせながら、激しく愛し合っている。うぅ、めっちゃオナニーしたいけど、まだまだ性知識のない子供の私がオナニーしたら色々怪しまれるだろうし。あぁ、こんなの生殺し状態だよぉ。
　はぁ、せめて今後のオカズになるように、わが両親の痴態でも目に焼き付けておこうかなぁ？　　そう思って、気づかれないよう目を向ける。

「おっ！んぉぉっ！深いぃっ！」
「カリアッ！そろそろイクよっ！君の中に、僕の熱いザーメン、たっぷりぶちまけるからねっ！孕めカリアッ！妊娠しろっ！イキながらユカの妹を孕むんだっ！」
　卑猥な単語を連発しながら、お父さんはバックからお母さんのおまんこを突いている。
「あぁぁダメェっ！ほ、ホントに妊娠しちゃいますっ！む、娘の妹孕んじゃうぅっ！排卵しちゃいますぅっ！」

　相変わらず激しいなぁ。今は二人とも『おっぱいを揺らしながら』激しく体をぶつけあっていた。その時、シャーリーお父さんが勢い余ってペニスを引き抜き、後ろに尻もちをついてしまった。その時、一瞬だけ見えた。お父さんのペニスの下にある物。女性が持つ物、おまんこが。

　そう、今の私の父親のシャーリーお父さんは、正確には男性ではない。難しく言えば『両性具有』。エロ漫画的に言えば、『ふたなり』だ。男性の証であるペニスと、女性の証であるヴァギナの両方を持つ存在。男であり女。
「はぁ、はぁ、はぁ、すまないカリア。すぐに入れなおすよ」
「あっ、ま、待ってっ！さっきイッたばかりでっ、んっ！んぁぁぁぁっ！」
　シャーリーお父さんは再びカリアお母さんの膣にペニスを挿入すると、ピストンを再開した。肌をぶつけあい卑猥な音がリズミカルに響き渡る。

「カリアッ、愛してるっ、愛してるよっ」
「だ、ダメッ！ダメですっ！そ、そんなこと言われたら、おまんこキュンキュンしちゃいますっ！んぁぁっ！あっ！あっ！あぁっ！お、おまんこ気持ちいですぅっ！」
　バックで秘所を突かれ喘ぐお母さん。その長い黒髪を振り乱し喘ぐ姿は、娘の私ですら興奮する程に色っぽい。というか、揺れるおっぱいが更にエロい。たぷん、たぷんと擬音が聞こえてきそうな程に弾むおっぱいの卑猥さと言ったらもう凄い。更に更に……。

「んあぁぁぁぁっ！み、ミルクッ！母乳がぁっ！」
　セックスの快楽のせいか、お母さんのおっぱいから乳白色の液体、そう、母乳があふれ出した。乳首から溢れた母乳が、下に敷かれたシーツを濡らし、沁みを広げていく。

「あぁカリアッ！おっぱいが出たんだねっ！なら僕が絞ってあげようっ！」
　その時、シャーリーお父さんの両手が、後ろからカリアお母さんのおっぱいを鷲掴みにした。
「んおぉぉぉぉぉっ！」
　おまんこをペニスで突かれながら、カリアお母さんのおっぱいをシャーリーお父さんが乱暴に揉みしだく。ブルンブルン揺れるおっぱい。時折お父さんの指先が、乳首を刺激する。止めどなく母乳が流れ出るさまは、滅茶苦茶エロい。自分があれを飲んで育ってるって考えると、なんかエロい。

「あぁカリアッ！カリアッ！僕だけの妻っ！そして今は、僕だけの雌牛さんだっ！」
「あぁっ！だ、ダメですっ！おっぱい絞らないでぇっ！ゆ、ユカのごはん無くなっちゃううぅっ！」
「大丈夫さっ！今に僕のザーメンミルクで、補充してあげるから、さっ！」
「んぉぉぉぉぉぉっ！」
　勢いを付けた腰の動き。ズンッと擬音が聞こえそうな重い一突きで、母さんは喘ぎ白目をむいている。……うぅ、マジでオナニーしたいよぉ。
「んおぉっ！おっ！奥ぅっ！響くのぉっ！おちんちんで突かれてるぅっ！ダメェッ！」
　お母さんの嬌声、肌と肌がぶつかりあう音、母乳と愛液が滴る水音。卑猥な音源の三重奏。ダメだ、これは眠れない。エロ過ぎて興奮してしまい眠れない。

と、そんな事を考えていたその時。不意に母さんの背中と頭、腰の辺りに紫色の魔法陣が現れたかと思うと、はじけた。
　直後、母さんの頭に角、背中に翼、腰に尻尾がそれぞれ現れた。
「あぁっ！き、気持ちよすぎてっ！尻尾がぁっ！」
「ハァ、ハァッ！気持ち良いんだねカリアッ！なら、もっと気持ちよくしてあげるよっ！んむっ！」
　お父さんはニヤリと悪い笑みを浮かべると、お母さんの尻尾の先端、ハートマークにも見えるそこを口に含み、唇ではむはむ、と優しく甘噛みし始めた。すると

「んっ！んぉぉぉぉぉぉっ！し、尻尾はダメですぅっ！わ、私そこ弱っ、んんんんっ！！！」
尻尾の先は、どうやらお母さんにとって弱点らしく、ビクンビクンと何度も体が跳ねている。震える手はシーツを掴み、快楽のせいかおっぱいからは母乳が滴っている。おまんこも大洪水だ。愛液が止めどなく流れている。
「んっ、カリアのおまんこ締まるぅっ。も、もっとペロペロしながらパンパンしちゃうんだからっ！」
　そう言ってお父さんは尻尾を甘噛みしながら腰を動かし、おまんこを抉り続ける。
「んぉぉぉぉっ！ダメダメッ！ま、またイクッ！も、もっ！イクゥっ！」
　そこにあったのは、母親の表情ではなく、快楽に喘ぐ雌の表情だった。だらしない表情を浮かべながら、お母さんは喘いでいる。お父さんにされるがまま、与えられる強烈な快感に体をよじらせ、時折逃げるような仕草を見せるが、お父さんの両手が腰をがっしり掴んで離さない。肌と肌がぶつかりあう音のリズムが、少しずつ早くなっているのが分かる。あぁ、これは間違いなくお父さん、中出しする気だ。

「出す、出すよカリアッ！僕もっ！イクッ！受け止めてくれぇっ！」
　そしてとうとう、お父さんも限界を迎えたのか、次の瞬間には表情を僅かに歪めながら、最後の一突きを放った。腰を大きく突き出すお父さん。
「あぁぁぁぁぁっ！イ、イグゥゥゥゥゥゥゥッ！！」
　次の瞬間、お母さんも普段の優しい声からは想像も出来ないような声を上げながら、絶頂した。
「あ、あっ。で、出てます。あ、あなたのザーメン、子宮にぃ」
「ふ、ふぅ。今日も最高だったよ、カリア」
「あっ、んっ」
　お父さんはお母さんからペニスを引き抜くと、お母さんに後ろからキスをする。振り返ったお母さんと後ろから近づくお父さんの唇が触れ合い、キスを交わす。

　そして、その横で私は顔を真っ赤にしながら、必死に寝たふりをしつつ、考えていた。やっぱり二人とも『サキュバスらしいなぁ』と。

　そう、実は私のお父さんとお母さんは普通の人間ではない。その正体は、『サキュバス』。私の前世の情報によれば、サキュバスとは夢魔、淫魔とも呼ばれる悪魔の一種。
でも、この世界では違う。この世界では、サキュバスを始め多種多様な人型種族が存在している。前世の私と同じ、ごく普通の人類も存在している。でもまぁ、生まれてこの方サキュバスと普通の人以外は実物を見た事が無いんだけどね。
お父さんたちの話では、他にもエルフやドワーフ、猫や犬のような動物の特徴を備えた亜人などもいるらしい。

そして、今の私はサキュバスの二人から生まれた、混じりっ気のない純粋種の『サキュバス』なんだ。ただしサキュバスと言っても普段は肉体的な特徴である翼や尻尾、頭の角を隠す事が出来る。なのではた目にはごく普通の人間にしか見えない。

そして、私は前世の記憶がある元日本人のＪＫだった。けれどある日、事故にあってなぜかこのファンタジーな世界に、サキュバスとして転生していた。それが私の身に起こったこれまでだ。

そんな摩訶不思議な運命の中で、私は一つの野望を持つようになっていた。それは……。
『あれ？もしかしてサキュバスって上手くやればレズハーレム作れるんじゃね？』だった。

　いやまぁ、もし口に出したら『こいつは何を言ってるんだ？』って思われても仕方ない内容なのは自分でも分かっている。けれど、私は前世の時から同性愛者、つまり『レズビアン』だったのだ。

　話は、私の前世までさかのぼる。ごく普通の家庭に育った私だけど、実はちょっと、いやかなり前世のお父さんとお母さんがぶっ飛んでいた。一言で言うと、『変態』だったのだ。

　お父さんはイラストレーターとしての仕事をしていたけど、内容は様々なシチュエーションのエロイラストばかりだった。加えてお父さん自身の性癖に百合やらふたなりが含まれていた事。お母さんの方も、変態で色んな性癖を持っていた事。そもそもお母さんがお父さんと結婚したのも、お父さんが描く変態的なイラストのファンになって、助手を始めたのがきっかけらしいし。まぁ、そんな二人とお父さんのエロイラストを見ながら育った私は、無事、性癖を歪まされやがてレズビアンに目覚めた、と言う訳。
　
今更ながらに思うと色々歪んでるなぁ私。とはいえ、当時の現代社会じゃＬＧＢＴ問題は色々センシティブな話題だった事もあって、周囲にレズビアンであることは話していなかった。別に、極度に男性嫌いだったわけじゃないし、仲のいい男友達だっていたから、私がレズビアンだって周囲に気づかれることは無く、結果そのまま彼女も出来ないまま私は転生する嵌めになった訳。

そしてこの世界にやってきた訳だけど、改めてサキュバスとして転生した事を考えると、この世界なら百合百合なレズハーレム作れるんじゃね？って考えた。

更にその考えを後押しする要素が二つ、私にはあった。

一つ目は、私には『魔法』の才能があった事。この世界にはファンタジーゲームでお馴染みの魔法と言う超常の力が存在していて、転生の特典なのかは不明だけど、私にはその魔法に対する適正があった事。

二つ目が、『固有魔法』の存在。この世界に存在する人型種族の中には、特定の種族しか使う事の出来ない魔法、固有魔法があって、サキュバスにもその固有魔法があるの。そして、淫魔とも呼ばれるサキュバスの固有魔法となれば、やっぱりエッチな魔法だった。
　例えば『魅了』の固有魔法。チャームとも呼ばれ、かけた相手を自分の虜にする固有魔法だ。他にもエッチの時に役に立ちそうな魔法ばかりで、やっぱりサキュバスはサキュバスなんだなぁと感じた。

　そして、そういった力があるからこそ、私のレズハーレムを作りたいという野望は動き出していた。私は幼少期からお父さんの知り合いの、元冒険者のお姉ちゃんに魔法を教えてもらい、力をつけた。元々前世で高校生だった事や、この世界の共通言語がなぜか日本語であった事もあって、読み書きや計算もお手の物。そうやって力も付けつつ、年を重ねて１０年と少し。
　
　私は１６歳の誕生日を迎えていた。

～～～～
　このファンタジー世界にサキュバスとして転生してもう１６年。すっかり前世の年齢に追い付いた。サキュバス、と言うだけあって体も男が好みそうな体形になっていた。
　胸は大きく、バストサイズはＧカップ。お腹周りには余計な脂肪など一切ないくびれたウェスト。細長い手足に、お母さん譲りの黒髪を今は基本ポニーテールにしている。
　と言うか、正直前世よりサキュバスになった今の方が綺麗なんだよねぇ。そう思うと、転生してよかったのかなぁ？と今でも時折思う。

　ともかく、無事に１６歳の誕生日を迎えた私は、今日から大人の仲間入り。この世界では男女ともに１６歳から大人の仲間入りを果たす。そして両親が盛大なご馳走で祝ってくれた後の事だった。
「ユカ」
「ん？な～にお母さん？」
「ユカは、これからどうするの？」
「え？何？どうって？」
「将来の事よ。ユカももう大人になるんだし、その辺りはちゃんと考えてるの？」
　お母さんは心配そうに私を見つめ、お父さんも静かに私の方を見つめている。まるで私の答えを待っているように。

　どうせ聞かれたんだし、なら答えようかな。私の考えてる将来の事について。
「私ね、冒険者になろうかなって思ってるんだ」
「冒険者？本気なの？」
　私の言葉にお母さんは僅かに眉をひそめた。でも、それも子を思う親なら無理もない。

　『冒険者』。それは私の前世のラノベではありふれた存在。ギルドと呼ばれる組織に登録し、無数の依頼を受注しこなす事でお金を稼ぐ仕事だ。でも、冒険者と言う仕事には危険が付きまとう。そうなれば、命を落とす可能性だってある。

「うん。本気」
　それでも私の決意は変わらない。
「私は、外の世界を見てみたい。色んな物を見て、色んな人に出会って、旅をしてみたい。だから、冒険者になりたい」
「「ユカ」」
　二人とも、揃って私の名を呼びながら不安そうな表情を浮かべてる。そうだよね。親子だもん。心配に決まって……。
「「で、本音は？」」
　夫何を聞いてるのかな？私の両親は？そんなの……。
「そりゃもう可愛い女の子探してナンパしてイチャコラしつつハーレムを作るためっ！」
『もう、本音なんて無いよ～～』
　て、おっと？
「「はぁ～～～～～」」
　し、しまったぁっ！本音と建て前間違えたぁっ！ふ、二人とも『ホントにこの子は』と言わんばかりに残念な奴を見る目で私を見ているぅっ！？

「全く、この子は本当にもう。誰に似たのでしょうね？」
「うっ、さ、さぁ誰かな～」
　ジト目で横のお父さんを睨みつけるお母さんに、お父さんは冷や汗を浮かべている。

「って言うかなんで二人ともさっきの話信じてくれないのっ！？い、一応冒険したい思いはあるんだよっ！？」
「何年母親としてあなたを見てきたと思っているんですか？あなたが同性愛に目覚めている事は昔から気づいていました。それ自体にとやかく言う気はありません。ですが、そんな不純な理由で冒険者を続けられるのですか？」
　お母さんは真っすぐに私を見つめながら問いかけてくる。　確かに冒険者を始める動機としては不純だ。そんな理由で続けられるのか？って疑われてもしょうがない。けど……。

「お母さんたちからしたら、不純だよね。でも、他人からどれだけ変に思われても、ハーレムを作りたいって夢は変わらない。それに、冒険したいって気持ちも嘘じゃないし。だから私は、冒険者になるっ」
　決意は変わらない。その意思を示すように私は真っすぐお母さんを見つめる。それから数秒、私はお母さんと向き合っていた。
「はぁ。……もう、この頑固さは誰に似たんでしょうね？」
「え？」
　不意に、お母さんは息をつき、やれやれと言わんばかりの表情と共に小さく笑みを浮かべている。
「ねぇ？あなた」
「あ、あはは。だ、誰だろうねぇ」
　ジト目で横のお父さんを見つめながらのお母さんの言葉。それにお父さん自身は苦笑と冷や汗を浮かべている。

「ハァ。ユカ？」
「うん。何？」
　お母さんはため息を一つこぼすと、どこか諦めたような表情を浮かべながら
私の名を呼んだ。
「ハーレムを作る事があなたの夢なら、お母さんは何も言いません。そのために冒険者として仕事をしたいと言うのなら。まぁ心配だけど夢なら応援したいと思うわ。でも、これから話す約束を必ず守る事。良い？」
「……その約束って？」
　空返事は出来ないからこそ、安易に頷く事はせず問い返した。

「一つ。年に１回は必ず実家に帰ってくる事。二つ。定期的に近況報告として私たちに手紙を書く事。そして一番大事なのが、三つ目。『必ず生きて帰ってくる事』。それが守れないようなら、お母さんはユカが冒険者になる事を絶対に認めません」
　今、お母さんの表情は『母親』のそれだった。今のお母さんに何を言った所で、譲歩を引き出すのは無理だって分かる。

「分かった。約束する。手紙も書くし、１年に１度は帰ってくる。そして何より、絶対に死なない」
「絶対よ。絶対、何よりも生き延びて。無様でも良いから、必ず生き延びて。そしてもし、無理だと思ったら必ず帰ってきなさい。ここはあなたの生まれ育った家で、私たちは家族なんだから」
「うん。お母さん」
　お母さんは、心配そうな表情を浮かべながらも、それでも私の背中を押してくれる。その隣で、お父さんもお母さんと同じように優しい笑みを浮かべながら頷いている。

「ユカ、絶対に生きて帰ってくるんだよ？それさえ守ってくれるのなら、僕から言う事は何もない」
「うん、お父さん」

　こうして私は両親を説得する事に成功。冒険者として旅立つための準備は、着々と進んでいた。

　お母さんとお父さんから許可をもらった数日後。私は旅立つ準備をしていた。
「よし。≪アイテムボックス≫ッ」
　荷物をまとめ終えると、私は手を前にかざして、詠唱を唱えた。すると眼前の空間が僅かに歪み、ワームホールのような空間の歪みが生み出された。これは『アイテムボックス』という魔法で、簡単に言えば某青い猫型ロボットのポケット。何でもかんでもしまう事の出来る超便利魔法の一つ。そこに荷物を放り込む。この≪アイテムボックス≫内部に入れておけば、スリとかに取られる心配もないし。
　それが終わると、護身用って事で買っておいた短刀も準備しておく。まぁ私の場合戦闘は基本的に魔法を使うんだけど、念のためにね。

「さて、と」
　準備は出来た。私は改めて身だしなみを確かめるために姿見の前に立つ。服は動きやすさ重視で肘辺りまでの半袖とひざ下までの短パン。その上にダウンジャケット風の上着を着る。防具の類は装備してないけど、私は魔法で自分の体の周囲に障壁、つまりバリアを展開できるから大体の攻撃は防具無しでも防げる。

　って言うか、正直この世界に転生して何年も経つのに未だに鏡越しに見る自分の姿になれない。前世はごく普通のＪＫだった私だけど、転生してサキュバスになったせいか、今のこの体はナイスバディと言っても過言じゃなかった。まぁ両親二人とも美形サキュバスだし、その遺伝子を受け継いだって事かな。でもこの整った容姿を生かせば百合ハーレムも夢じゃないはずっ！むふふっ！……ってこんな事してる場合じゃなかったっ！

　私は最後にナイフケースを右腿に巻き付け、いわゆるレッグホルスターのような形で装備。さぁ、これで準備完了。

「いよいよか」
　期待感と不安感。その二つが心の中でせめぎ合ってる。それでも、もう止まらない。冒険への好奇心は止められない。私のハーレムへの夢は止められない。

　部屋を出て、両親が待つ玄関へ。
「ユカ。行くのね？」
「うん」
「気を付けていくんだよ？」
「分かってるよ、お父さん」

　私は２人に見送られながら、玄関の外へと足を踏み出す。そしてすぐに振り返る。これだけは、絶対に言っておかないと。

「いってきますっ！」
「「いってらっしゃい、ユカ」」
　元気よく声を上げると、二人は目尻に涙を貯めながらも笑顔で私を送り出す言葉を返してくれた。

　私は深呼吸をすると、歩き出した。　これが、私の旅の始まり。私の夢の始まりだった。
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